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課題点

【参加された利用者様からの意見(一部抜粋)】

・自分と違う障害をお持ちの方に対しての知識を深めることができて、とても有意義な時間であった。

・今回、文字だけでなく、「チェックシート」や図もあり、分かりやすく、集中して講義を聞くことができた。

・ここで学んだ事を将来の一般就労時に活かして、円滑な環境を作れる人になれたらいいなと思いました。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 WELL WORK 事業所番号 2719402311

利用者からの意見・評価

住　所 大阪府大阪市中央区博労町2-6-7 東邦ビル501号室 管理者名 藤岡 礼央也

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 06-6251-7777 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 大阪障害者職業センター　曽我 隼乙

活動場所：大阪市中央区博労町2-6-7東邦ビル501号室

　　　　　WELL WORK

実施日程：令和7年7月7日

得られた成果：利用者様間の、自己、他者への理解。社会で一般就労する際の心構えな

ど。

今年度も、事業所と連携させて頂くにあたり、実際に当センターに研修にお越しになられた職員様に代理で、利用者様にお伝

え頂きました。

職員様は、研修にお越しになられた際、習熟度も申し分ないため、利用者様に指導して頂いた。

今回は、利用者様に、障害特性等についての知識を深めて頂けたようで満足しております。また、発達障害をメインにさせて

いただく中で、事業所に通っている間もそのような方と係ることもあると思いますので、今回の研修が利用者様間で、より良

い経験と知識向上につながり、円滑なコミュニケーションや、環境を生み出せるとうれしく思います。

一部利用者様間で、他者の障害についてあまり考えを持たれていない方が

いた。一般就労時もそうであるが、周りを見て、他者を思いやる気持ちは

必要である。事業所にいる間で、面談等を通して、支援していきたい。

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要・利用者数等

一般就労に向けた、知識・能力向上に向けた支援を行う事とした。大阪障害者職業セン

ターの曽我様の研修を受講した職員が、利用者様に対して、習得した内容を元に、講義

等を行った。参加利用者様人数：7名

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい・利用者にとってのメリット

曽我様の研修で学んだ内容が、「発達障害の特性」についてや、それを元に、将来就職して、

その特性をどのように活かすかなどのご説明をする事で、自己理解を深め、他者への理解も深

めていただく。

実施した結果：様々なご病気の方がいるという認識を皆様に持っていただく事ができ

た。また、チェックシートを用いて「社会性の特徴」「コミュニケーション面での特

徴」「想像力の特徴」「注意、集中、活動性の特徴」「感覚、運動の特徴」など、多方

面からの理解を得ていただく事ができた。

様式２様式２


